
リヤカー専門店リヤカーの森の大型軽量アルミリヤカーがなぜこれ

ほど選ばれているのか 
ー造園業・公共緑化・土木事業で支持を集める理由とはー 
 
リヤカー専門店リヤカーの森が取り扱う大型軽量アルミリヤカーが、造園業や公共緑化事業、土

木関連の現場を中心に高い人気を集めています。 
業務用リヤカーは各社から多様な製品が販売されていますが、その中でもリヤカーの森の商品

は「価格と品質のバランスが良い」として、導入実績を着実に伸ばしています。 
 
なぜ、リヤカー専門店リヤカーの森のアルミリヤカーはここまで支持されているのでしょうか。 
この問いに対し、現場の声から見えてきた答えは明確です。それは、お手頃な価格設定でありな

がら、業務用途として十分な耐久性を備えている点にあります。 
 
アルミリヤカーとはどのような製品か 
 
アルミリヤカーとは、車体のフレームや荷台部分にアルミ素材を採用したリヤカーのことを指しま

す。アルミは軽量でありながら強度が高く、錆びにくいという特性を持つ素材です。そのため、屋

外での使用が前提となる造園業や公共緑化、土木事業などの現場において、安定した性能を発

揮します。 
 
特に大型タイプのアルミリヤカーは、剪定枝、土、資材、工具類など、重量物や嵩張る荷物をまと

めて運搬できる点が特長です。一度に多くの荷物を運べるため、作業時間の短縮にもつながりま

す。 
 
従来のスチール製リヤカーとの比較 
 
従来、業務用リヤカーとして広く使用されてきたのはスチール製リヤカーです。スチール製は堅

牢性に優れる一方で、重量があり、運搬時に作業者の負担が大きくなるという課題がありまし

た。また、屋外保管が多い現場では、錆への対策や定期的なメンテナンスが必要となります。 
 
一方、リヤカー専門店リヤカーの森の大型軽量アルミリヤカーは、スチール製と比較して軽量

で、取り回しがしやすい設計となっています。現場内の移動や狭い場所での方向転換が容易で、

作業効率の向上に寄与します。さらに、アルミ素材の特性により、長期間使用しても外観や性能

を保ちやすい点が評価されています。 
 
人気の大型アルミリヤカー R255kの特長 
 



 
 
R255kは、大型サイズで十分な積載力を確保しながら、アルミ素材を採用することで軽量化を実
現したリヤカーです。 
剪定枝、土、工具、資材などをまとめて運べる設計で、作業の往復回数を減らし、現場の効率化

に貢献します。 
R255kが高く評価されている最大の理由は、お手頃な価格でありながら耐久性が高いことです。 
業務用途を前提とした構造設計により、日常的な使用にも耐え、長期間にわたって安定した性能

を発揮します。 
 
「価格を抑えつつ、長く使えるリヤカーを探している」という現場の声に応える一台として、リピート

導入や追加購入も多く見られます。 
https://rear-car.jp/aluminum-rear-car-255k/​
 
R255kはこんな現場におすすめ 
 
・造園業で剪定枝や資材の運搬が多い現場 

https://rear-car.jp/aluminum-rear-car-255k/


・公共緑化事業で屋外使用が前提となる作業 
・土木現場で積載量と扱いやすさの両立を求めるケース 
 
大型・軽量・高耐久というバランスを備えたR255kは、現場の実務に寄り添った実用モデルとして
支持されています。 
 
現場環境の変化と求められる機材 
 
造園業や公共緑化、土木事業の現場では、慢性的な人手不足や作業者の高齢化が進んでいま

す。そのため、一人ひとりの作業負担を軽減し、少人数でも安全かつ効率的に作業を行える環境

づくりが求められています。 
 
こうした背景から、軽量で扱いやすく、なおかつ業務使用に耐える運搬機材へのニーズが高まっ

ています。リヤカー専門店リヤカーの森のアルミリヤカーは、こうした現場の課題に対応する製品

として、多くの事業者から注目されています。 
 
リヤカー専門店リヤカーの森の人気の理由は価格と耐久性のバランス 
 
リヤカー専門店リヤカーの森の商品が支持されている最大の理由は、導入しやすい価格帯であ

りながら、現場使用を前提とした高い耐久性を備えている点です。アルミ素材を採用しつつも、フ

レーム構造や荷台設計に工夫を施すことで、日常的なハードな使用にも対応しています。 
 
初期導入コストを抑えられるため、複数台導入や買い替え時の負担が少ない点も評価されてい

ます。その結果、「価格以上に長く使える」「結果的にコストパフォーマンスが高い」という声が多く

寄せられています。 
 
現場で広がる導入実績 
 
こうした評価を背景に、リヤカー専門店リヤカーの森の大型軽量アルミリヤカーは、造園業者や

土木関連事業者、公共緑化を担う現場などで導入が進んでいます。現場での使いやすさが口コ

ミや紹介を通じて広がり、リピート注文や追加導入につながっています。 
 
リヤカー専門店リヤカーの森は今後も、現場の声を反映した製品提供を通じて、造園業、公共緑

化事業、土木事業をはじめとする幅広い分野の業務を支えてまいります。 
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